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【理 念】
地域の人々とともに歩み

健康を守り良質な医療と介護を
提供します｡

【基本方針】
いつでも受けられる医療と介護
地域に出る医療と介護
包括的な医療と介護
納得ずくの医療と介護
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医　学

　
肥
満
と
死
亡
率

　　

健
康
維
持
の
目
的
は
長
生
き
す
る

こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
肥
満
に

な
る
と
長
生
き
は
で
き
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。（
図
１
）

 　

図
１
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
に
よ
る
全
死
因

の
死
亡
の
リ
ス
ク
（
ハ
ザ
ー
ド
比
）

を
男
女
別
に
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の

で
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
23
～
25
を
基
準
（
ハ

ザ
ー
ド
比
＝
１
）
と
し
て
、
各
Ｂ
Ｍ

Ｉ
グ
ル
ー
プ
と
比
較
し
た
相
対
リ
ス

ク
を
示
し
ま
す
。

申
告
さ
れ
た
身
長
と
体
重
に
基
づ
い

て
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
計
算
を
し
て
い
る
、
③

Ｂ
Ｍ
Ｉ
を
一
時
点
の
み
に
お
い
て
捉

え
て
お
り
、
期
間
中
の
体
重
の
変
化

を
追
跡
し
て
い

な
い
等
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

肥
満
に
な
る
と
正
常
体
重
者
と
比

べ
て
、
約
２
～
３
倍
多
く
高
血
圧
に

な
り
ま
す
。
肥
満
の
人
は
、
過
食
傾

向
と
同
時
に
塩
分
摂
取
も
多
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
体
内
の
イ
ン
ス
リ
ン

が
過
剰
に
分
泌
さ
れ
、
イ
ン
ス
リ
ン

の
腎
臓
へ
の
働
き
に
よ
り
塩
分
の
再

吸
収
が
増
加
し
ま
す
。
そ
の
他
、
肥

満
に
よ
り
交
感
神
経
系
の
亢
進
や
、

脂
肪
細
胞
か
ら
分
泌
さ
れ
る
ア
ン
ギ

オ
テ
ン
シ
ノ
ー
ゲ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ

ン
の
作
用
で
血
圧
が
上
昇
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

肥
満
の
人
が
体
重
１
kg
減
量
す

る
と
、
血
圧
が
１
～
1.5 

mm

  

程
度

低
下
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
５
～
６
mm　

 

血
圧
が
低
下
す
る

と
、
脳
卒
中
は
約
42
％
低
下
す
る
と

い
う
研
究
結
果
も
あ
り
ま
す
。
マ
イ

ナ
ス
３
～
４
kg 

程
度
の
減
量
で
も

比
較
的
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　
肥
満
と
糖
尿
病

　

２
０
１
１
年
の
時
点
で
、
日
本
の

糖
尿
病
人
口
は
世
界
６
位
で
し
た
。

肥満と生活習慣病

　

肥
満
は
、
多
く
の
国
が
抱
え
る
大

き
な
健
康
問
題
で
す
。
日
本
に
お

け
る
肥
満
の
基
準
は
、

（
表
１
）
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。
統
計
的
に

最
も
病
気
に
か
か
り

に
く
い
Ｂ
Ｍ
Ｉ
22
を

標
準
と
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
と
も
に
Ｂ
Ｍ
Ｉ

21.0
～

26.9
が
最

も
低
い
範
囲
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
や
は
り
「
痩

せ
」
と
「
肥
満
」
は
相
対
的
に
高
い

死
亡
率
を
示
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

こ
の
統
計
デ
ー
タ
に
も
問
題
は
あ
り

ま
す
。
①
腹
囲
や
ウ
ェ
ス
ト
・
ヒ
ッ

プ
比
と
い
っ
た
腹
部
肥
満
を
評
価
す

る
た
め
の
デ
ー
タ
が
な
い
、
②
自
己

　
肥
満
と
高
血
圧

健康管理センター　医師　小川  英幸

BMI 判定

18.5 未満 低体重

18.5 以上 25 未満 普通体重

25 以上 30 未満 肥満（1 度）

30 以上 35 未満 肥満（2 度）

35 以上 40 未満 肥満（3 度）

40 以上 肥満（4 度）

※ 3 度、4 度は高度肥満に分類される

表１

Hg

Hg

図１

ＢＭＩ
（Body Mass Index）

 体重 (Kg) ÷身長（ｍ）2

BMI と全死因の関係

男性 女性
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こ
れ
は
人
種
の
違
い
に
よ
る
い
く

つ
か
の
要
因
が
あ
り
ま
す
。

医　学

こ
の
時
の
米
国
の
人
口
が
約
3.1
億

人
、
日
本
が
約
1.2
億
人
で
し
た
。
米

国
は
世
界
一
の
肥
満
大
国
で
す
が
、

糖
尿
病
患
者
の
人
口
に
対
す
る
割
合

は
、
日
本
に
比
べ
れ
ば
低
く
な
っ
て

い
ま
す
（
日
本
８
９
０
０
人
／
10
万
人　

米
国　

７
６
４
５
人
／
10
万
人
）。（
図
２
）
　

つ
ま
り
、
日
本
人
は
「
飢
餓
に
強

く
、
太
り
に
く
い
が
、
太
る
前
に
糖

尿
病
に
な
り
や
す
い
」
と
い
う
素
因

を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　　
肥
満
と
脂
質
異
常
症

　

肥
満
に
よ
る
脂
質
異
常
症
に
多
く

み
ら
れ
る
の
は
、「
高
ト
リ
グ
リ
セ

ラ
イ
ド
血
症
」、「
低
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
血
症
」
に
な
り
ま
す
。
肥

満
に
な
る
と
肝
臓
で
の
中
性
脂
肪
合

成
が
促
進
さ
れ
、
血
中
に
過
剰
に
放

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

高
ト
リ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド
血
症
に

な
る
と
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

で
あ
る
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
低
下
し
、
ま
た
イ
ン
ス
リ
ン
抵

抗
性
が
亢
進
す
る
と
、
Ｖ
Ｌ
Ｄ
Ｌ

→
Ｈ
Ｄ
Ｌ
へ
の
代
謝
が
低
下
し
血

中
の
Ｈ
Ｄ
Ｌ
も
低
下
す
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
低
下
は
動
脈
硬
化
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

①
黄
色
人
種
は
一
般
的
に
飢
餓

　

に
強
い
遺
伝
的
素
因
を
も
つ 

。

②
日
本
人
の
場
合
、
食
べ
た
も 

の
を

　

 

出
来
る
だ
け
脂
肪
と
し
て
蓄
積

     

す
る
遺
伝
子
が
発
達
し
て
い
る 

。

③
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
（
肝
臓
・

　

筋
肉
・
脂
肪
細
胞
な
ど
で
イ

　

ス
リ
ン
が
正
常
に
働
か
な
く

    

な
っ
た
状
態
）
を
改
善
す
る
ア

    

デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
と
い
う
物
質

   

が
脂
肪
細
胞
か
ら
分
泌
さ
れ
て 

　

い
る
が
、
日
本
人
の
約
半
数
で

　

こ
の
遺
伝
子
が
変
異
し
て
い
る 

。

④
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
能
が
、
欧

　

米
人
と
比
較
し
て
少
な
い
（
半

　

 

分
以
下
） 

。

　
肥
満
と
食
事
療
法

　

日
本
人
の
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量

は
、
１
９
６
０
年
代
に
比
較
し
て
次

第
に
減
少
し
て
お
り
、
２
０
１
０
年

の
調
査
で
は
平
均
１
８
４
０
kcal
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
三
大
栄
養
素
の
摂
取
量
で

炭
水
化
物
は
減
少
、脂
質
は
増
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ

59.4
％
、

25.9
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
健
常
者
を
対
象
と
し
て
、
国

民
の
健
康
維
持
、
生
活
習
慣
病
予
防

目
的
に
、
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
各
栄
養

素
の
基
準
を
示
し
た
、「
日
本
人
の

食
事
摂
取
基
準
（
２
０
１
０
年
版
）」

で
は
炭
水
化
物
摂
取
量
は
概
ね
50
～

70
％
エ
ネ
ル
ギ
ー
未
満
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。
タ
ン
パ
ク
質
は

0.72
～
2.0
ｇ

／
kg
／
日
と
し
、
脂
質
は
30
歳
以
上

で
は
25
％
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
限
と
し

て
い
ま
す
。

　　
肥
満
と
運
動
療
法

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
は
、

高
血
圧
（
13
％
）、
喫
煙
（
９
％
）、

高
血
糖
（
６
％
）
に
次
い
で
、
身
体

活
動
不
足
（
６
％
）
を
全
世
界
の
死

亡
に
対
す
る
危
険
因
子
の
第
４
位
と

①
身
体
活
動
量
の
基
準
（
日
常
生

　

活
で
体
を
動
か
す
量
の
考
え
方
）

　
　

強
度
が
３
メ
ッ
ツ
以
上
の
身

　

体
活
動
を
23 

メ
ッ
ツ
・
時
／
週

　

行
う
。
具
体
的
に
は
、
歩
行
又

　

は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
強
度
の

　

身
体
活
動
を
毎
日
60 
分
行
う
。

②
運
動
量
の
基
準
（
ス
ポ
ー
ツ
や

　

体
力
づ
く
り
運
動
で
体
を
動
か

　

す
量
の
考
え
方
）

　
　

強
度
が
３
メ
ッ
ツ
以
上
の
運

　

動
を
４ 

メ
ッ
ツ
・
時
／
週
行
う
。

　

具
体
的
に
は
、
息
が
弾
み
汗
を

　

か
く
程
度
の
運
動
を
毎
週
60
分

　

行
う
。

※
メ
ッ
ツ
（M

ets

）：
身
体
活
動
の
強

　

さ
を
、
安
静
時
の
何
倍
に
相
当
す

　

る
か
で
表
す
単
位
で
、
座
っ
て
安

　

静
に
し
て
い
る
状
態
が
１
メ
ッ
ツ
。

3 メッツ未満の身体活動（生活活動・運動）

皿洗いをする（1.8 メッツ）

洗濯をする（2.0 メッツ）

立って食事の支度をする（2.0 メッツ）

こどもと軽く遊ぶ（2.2 メッツ）

ストレッチングをする（2.3 メッツ）

表２

図２

し
て
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

　

厚
労
省
か
ら
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
身
体
活
動
基
準
２
０
１
３
が
発
表

さ
れ
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
同
様
の
年
齢
区
分

で
の
指
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
１
）
18
～
64 

歳
の
基
準

（
２
）
65 

歳
以
上
の
身
体
活
動

       （
生
活
活
動
・
運
動
）
の
基
準

　　

強
度
を
問
わ
ず
、
身
体
活
動
を
10 

メ
ッ
ツ
・
時
／
週
行
う
。
具
体
的
に

は
、
横
に
な
っ
た
ま
ま
や
座
っ
た
ま

ま
に
な
ら
な
け
れ
ば
ど
ん
な
動
き
で

も
よ
い
の
で
、
身
体
活
動
を
毎
日
40 

分
行
う
。

　
生
活
習
慣
病
患
者
等
の

　
　
　
身
体
活
動
に
伴
う
危
険
性

　

糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
脂
質
異

常
症
等
に
対
す
る
、身
体
活
動
（
生

活
活
動
・
運
動
）
の
効
果
は
明
ら

か
で
す
が
、
心
臓
血
管
疾
患
や
重

篤
な
合
併
症
が
あ
る
患
者
で
は
、

メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
身
体
活
動
に
伴

う
リ
ス
ク
が
大
き
く
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
合
併
症
の
有
無
や

そ
の
種
類
に
応
じ
た
身
体
活
動
・

運
動
を
行
う
た
め
、
か
か
り
つ
け

の
医
師
等
に
相
談
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
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ユニフォーム紹介

　湘南中央病院では、職員のユニフォームを 3 年おきにリニューアルしています。

今年がその年にあたり、4 月より新たなユニフォームになりますのでご紹介いたします。

介護職

医事課（受付）
リハビリ
センター

（リハビリスタッフ）

薬局
（薬剤師）

臨床検査課
（臨床検査技師）

　看護師は「白のワンピ―スとタイツ、そして白いナースキャップ」という姿をご想像される方も多いと思います。
当院は3年前から看護職・介護職とも一般に「白衣」と呼ばれる襟のついたユニホームから「スクラブ」と呼ばれる
カラフルなユニホームに変更しました。多くの患者さんやご家族の方から「ほっとする色ですね」と声をかけていた
だきました。今回も安心感はもとより清潔感、機能性、耐久性といったことも考慮して選びました。

看護職
病棟

クラーク
看護職

放射線課
（放射線技師）

臨床工学課
（臨床工学技師）

在宅診療部
わかば訪問看護
ステーション

地域医療連携室 湘南中央病院　ユニフォーム委員会

　しばらくの間は、今までのユニ

フォームのイメージと異なり、違和

感を感じられると思いますが、新た

なユニフォームで、「あったかい

医療・看護」を実践してまいります。

よろしくお願いいたします。



ワンポイント・クリニック／レシピ
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Sawa.m

牛肉と菜の花の
オイスター炒め

☆牛肉には、必須アミノ酸がバランスよく含まれた良質で消化吸収のよい蛋白質が豊富にあります。
菜の花には、抗酸化作用のあるビタミンＡ、ビタミンＣ、ビタミンＥを多く、免疫力の向上、美肌
効果などが見込めます。

　

み
な
さ
ん
街
中
や
病
院
で
、「
あ

ん
な
形
の
押
し
車
が
あ
る
の
ね
」

「
変
わ
っ
た
杖
だ
な
」
な
ど
と
思
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

体
重
を
支
え
た
り
安
定
性
を
高

め
た
り
す
る
効
果
の
あ
る
歩
行
補

助
具
は
、
近
年
の
高
齢
者
人
口

の
増
大
に
伴
っ
て
多
種
多
様
と
な

り
、
選
択
の
幅
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
逆
に
、
ど

う
い
っ
た
も
の
が
自

分
自
身
の
体
に
合
っ

て
い
る
の
か
迷
わ
れ

る
方
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
回
は
杖
に
焦
点
を

当
て
て
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

杖
に
も
い
く
つ
か

種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
広
く
普
及

し
て
い
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
一
本

の
棒
に
握
り
が
つ
い
た
「
Ｔ
杖
」

で
す
。
歩
く
の
に
少
し
不
安
の
あ

る
方
、
足
に
痛
み
や
麻
痺
の
あ
る

方
な
ど
に
幅
広
く
適
応
し
ま
す
。

ワンポイント・クリニック

～杖のおはなし～

リハビリセンター　理学療法士
太田    絵美子　青島    愛莉

　

次
に
杖
の
使
い
方
に
つ
い
て
で

す
が
、
よ
く
痛
い
足
と
同
じ
側
の

手
に
杖
を
持
っ
て
い
る
方
が
い
ま

す
。
実
は
こ
れ
は
間
違
い
で
、
正

し
く
は
痛
い
足
と
反
対
の
手
に
杖

を
持
ち
、
杖
と
一
緒
に
痛
い
足
を

前
に
出
し
ま
す
。（
図
参
照
）

　　

そ
れ
に
よ
り
痛
い
足
に
か
か
る

体
重
が
杖
へ
分
散
さ
れ
る
と
共
に
、

支
持
面
が
広
が
り
安
定
性
が
向
上
し

ま
す
。

　

ま
た
注
意
点
と
し
て
、
先
端
に
つ

い
て
い
る
ゴ
ム
が
摩
耗
す
る
と
滑
り

や
す
く
な
る
の
で
、
ゴ
ム
の
溝
が
な

く
な
っ
た
り
片
方
が
磨
り
減
っ
た
り

し
た
ら
早
め
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
補
助
具
は
ご
自
身
の
身
体
の

症
状
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
も

の
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
回

挙
げ
た
ポ
イ
ン
ト
を
ぜ
ひ
参
考
に
し

て
下
さ
い
。

牛ももスライス・・100g
生姜汁・・・・・・10cc
菜の花・・・・・・50g
サラダ油・・・・・5cc

オイスターソース・・・少々
料理酒・・・・・10g
醤油・・・・・・3cc
片栗粉・・・・・3g

材料
≪材料 2 人前≫　            　　　　332kcal　塩分 1.5g

① 牛肉は食べやすい大きさに切り、生姜汁を混ぜておく
② 菜の花は根元の硬い部分を切り落として、半分に切る
③ 合わせ調味料の材料を混ぜておく
④ フライパンに油を熱し、牛肉をほぐしながら強火でいためる
⑤ 牛肉の色が変わったら、菜の花をいれる。菜の花がしんなりしたら③を入れ手早く炒め出来上がり

〇 

選
ぶ
ポ
イ
ン
ト

① 

長
さ

　

自
分
の
背
の
高
さ
に
あ
っ
て
い

る
こ
と
。
目
安
と
し
て
は
、
杖
を

体
の
横
に
つ
い
た
時
に
肘
が
軽
く

曲
が
る
程
度
で
す
。

② 

握
り

　

実
際
に
持
っ
て
み
て

一
番
し
っ
く
り
く
る
も

の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
握

り
の
太
さ
・
形
状
・
材
質

に
よ
り
使
い
や
す
さ
を

大
き
く
左
右
し
ま
す
。

③ 

柄
の
種
類

　

患
者
さ
ん
の
中
に
は

太
い
杖
で
な
い
と
心
配

と
い
う
方
も
多
い
で
す

が
、
細
く
て
も
簡
単
に
は
折
れ
ま

せ
ん
し
、
太
い
と
重
く
な
る
欠
点

も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
普
段
は
必
要
な
い
け
れ

ど
、
ち
ょ
っ
と
遠

出
す
る
と
き
に
は
不

安
」
と
い
う
方
に
は

折
り
た
た
み
式
の
杖

を
お
勧
め
し
ま
す
。

肘が 30°位曲
がる長さで痛い
足と反対の手に
杖を持つ

杖と痛い方
の足をつく

30°

合
わ
せ
調
味
料



エ ッ セ イ
　

　今私は、自分でもびっく

りするようなことにハマっ

ている。昔から嫌いではな

いけれど時間がなかったと

いうかサボってたという

か、とにもかくにもやって

いなかったこと、「編み物」

を突然始めた。

　それというのも友達の小

口さんがその教室の前を通

りかかって覗いたのがこと

の始まりだった。三田会の

アート展覧会に誘われれば

ホイッと乗ってヘタクソな

写真を出してしまったり、

「編み物やらない？」と誘

われれば目もアタマもオト

ロエきっているのをするっ

と忘れ「イーねぇー」と乗

る。これは生まれつきの性

分というものかはたまたた

だのお調子者というのか、

どのような苦労が先に待っ

ているかどうかは予知でき

ないのだ。

　ともあれ、バイクで家か

ら１０分ほどの鵠沼海岸駅

そばで小さなアトリエを主

宰しておられる先生は島村

先生という。小柄で笑顔の

かわいらしい先生に小口さ

んとワタシ二人はコロっと

だまされて？！せっせと通

うようになった。

　そこにはステキな毛糸が

並んでいた。北欧の糸を主

に入れられ、センス良く並

ん で い た。 最 初 に 手 が け

ものづくり

たのは夏物のベスト。しゃ

きっとした夏糸のロングベ

ストはことのほか魅力的

だった。昔はあんな夏糸は

見たことがなかったんだけ

れど、今はとても種類が多

くなっている。ともかく象

牙色のようなその糸はとて

も素敵だった。採寸をし製

図をしておよそ私には似つ

かわしくない細かい作業が

待っていた。

　 思 い 出 し た！ 昔 学 生 時

代、編むことは好きだった

私は本を見て、糸を買って、

ゲージなるものは取らず

に本の通りに編み始める。

せっせと編む。黙々と編む。

そして出来上がったらそれ

が着れそうな人を探す。そ

ういう編み物だった。　

　自己流のみだった私は全

く製図はできない。なかな

か初めてのことをするに

は、目とアタマがついてこ

ないのは自覚していたはず

なのに。それでも夏糸を編

み始めたらこれ又大問題。

糸がよく滑る。あっという

間に編み棒から抜け落ち

る。焦れば焦るほどよく抜

け落ちる。悪戦苦闘しなが

ら去年の夏は未完成のまま

「つ・づ・く」になってしまっ

た。見るに見かねた先生が

「葉山さんは機織りの方が

向いてるかもしれないから

一度織りをしてみたら？」

と、あたたか～いお言葉を。

　しかしその間になんと

「展覧会」をやられるのだ

という。全員同じ課題のテ

キスタルを出展しなければ

ならない。「明日、市民ギャ

ラリーの抽選に行ってくる

わ」とニコニコして話され

たときは「神様仏様、どー

ぞ抽選もれしますように」

と祈るほかはなかった。が

生憎当選。１２月８日から

１週間だった。

　 それから地獄の３か月

だったのは言うまでもな

い。でも、出来上がった展

覧会、それは見事だったと

思う。自分の作品を除けば。

全て自分たちで飾りつけメ

ジャーで測りながら額の高

さを決めピンを打ったり、

セーターやバッグ、クッショ

ン等を飾りつけたりと。

　ピアノを習えば発表会が

あり、編み物を習えば展覧

会がありと、人は何かのけ

じめをつけながら進んでい

くのだろうか。進歩を自分

の目で確かめながら・・・。

　最近はゆったりとした気

持ちで、我が家のダイニン

グテーブルに置く「テーブ

ルランナー」を作った。織

りとしての処女作。

　織りもやっぱり「成形」

という難所が存在する、私

にとっては。

　次のクラッチバッグを作

る べ く と り か か っ た。 ま

さにその「成形」、泣きた

くなるほどた～いへんだっ

た。この泣きたいほどのプ

ロセスが「ものづくり」の

原 点 な の だ

ろうか。
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　NPO 法人ワーカーズ・コレクティブ実結が辻堂新町に
誕生してから 15 年近く。たすけあいの気持ちを

大切に始まった事業が、今は徒歩 10 分位の
３ヶ所に拠点を持って活動しています。

雇う、雇われるの関係ではなく
メンバーひとりひとりが事業主

という新しい働き方で、
手と手を結び

在宅生活
を支えて
います。

地域と手を結び

　訪問介護事業
　介護予防訪問介護事業
　障がい福祉サービス事業
　たすけあいサービス事業
を展開しています。
晴れの日、雨の日、風の日、雪の日も･･。
今日も｢行ってまいりま～す︕｣と
ヘルパー達は自転車で、バイクで、
バスで、徒歩で、利用者様のお宅を
訪問しています。
｢おはようございま～す︕｣
｢こんにちは～︕｣と明るい挨拶と笑顔が
自慢です。見かけたら｢頑張ってね !｣　
と応援よろしくお願いします。

訪問介護事業

　「デイことは」は定員 10 名の小さなデイサービスを一般の
住宅を改修して開いています。見学や体験をされたい方はい
つでも大歓迎です。
　ご利用者の皆様に楽しんでいただき、次の来所日を楽しみ
にしていただけるようなデイサービスとなるよう、スタッフ
一同がんばっています。

通所介護事業　「デイことは」

　実結では地域住民 ( 高齢
者 ) のたまり場として、

週に一回日曜日に通所施設を
利用して、おしゃべり・編み物

手芸など楽しんで頂いています。
藤沢市パートナーシップ事業として

藤沢市との協働事業です。

地域の
たまり場

ハナミズキ

　　　　　　　　　　　　　　 2001 年 10 月より２名の
　　　　　　　　　　　　　ケアマネージャーでスタート
　　　　　　　　　　　　　した居宅部門も、現在は７名
　　　　　　　　　　　　  のケアマネジャーにより 130
　　　　　　　　　　　名の方のケアマネジメントを行っ
　　　　　　　　　　　ています。
　　　　　　　　　　　病院から在宅生活は困難と言われ
　　　　　　　　　　　た方が、自宅に戻った途端元気を
　　　　　　　　　　取り戻したという方はたくさんいら
　　　　　　　　　っしゃいます。自宅で生活するという
　　　　　　　　当たり前の事が不思議な力を持っている
事に私たちも驚かされます。
　24 時間 365 日、安心して自宅で生活ができるようにい
つでも連絡が取れる体制を作っていますので、気軽にご相
談ください。

居宅介護支援事業

〒251-0042
藤沢市辻堂新町　3-8-22-203
TEL : 0466-31-4430
FAX : 0466-31-4431

理事長　辻　果子

● 

今
回
、
外
来
待
合
に
あ
り
ま
す
「
外

来
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　　

先
日
、
投
書
箱
に
作
品
の
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
と
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
湘
南
の
風
景
絵
を
描
い
て
い
る

作
家
さ
ん
で
、
絵
の
展
示
相
談
の
内

容
で
し
た
。
後
日
、
来
院
い
た
だ
き

担
当
と
面
談
し
、
次
回
展
示
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
絵
を
見
て
、

す
こ
し
で
も
患
者
さ
ん
を
元
気
に
で

き
れ
ば
」
と
い
う
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
外
来
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
は
、

近
隣
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
作

家
の
方
や
芸
術
サ
ー
ク
ル
の

作
品
（
絵
画
・
写
真
な
ど
）

を
外
来
の
待
合
の
壁
に
展
示

し
て
お
り
ま
す
。
１
９
８
５

年
、
病
院
創
立
30
周
年
を
記

念
に
病
棟
の
廊
下
（
旧
病
院
）
の
空

間
を
利
用
し
て
開
設
し
、
２
か
月
に

１
回
の
掛
け
替
え
で
31
年
（
185
回
）

と
な
り
ま
す
。

　

す
こ
し
で
も
患
者
さ
ん
の
気
持
ち

を
和
ら
げ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
い
う
、

作
家
の
方
々
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
気

持
ち
に
支
え
ら
れ
て
の
活
動
で
す
。

　

ま
た
、
作
家
へ
の
記
帳
ノ
ー
ト
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
作
品
の
感

想
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　

　
　
　
　 

事
務
部
長
　
伊
藤
　
稔

地域施設紹介／こ え

投 書 箱 か ら

（7）湘南わかばグループ健康ニュース  わかば（No.208）

◆地域施設紹介◆

原稿制作：実結



お し ら せ

（8）湘南わかばグループ健康ニュース  わかば　　　　　　　　

　

健
康
ニ
ュ
ー
ス
『
わ
か
ば
』
へ
の
ご
意
見
・
要
望
、

感
想
な
ど
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

公
開
し
て
お
り
ま
す
。（http://w

w
w

.sw
g.or.jp)

閲
覧

で
き
な
い
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

     『
わ
か
ば
』
編
集
委
員
会　

事
務
局
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　 　  湘 南 中 央 病 院
今月のギャラリー（2016 年 3 ～ 4 月）

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！ 

１
月
上
旬
ま
で
は
暖
冬

で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
さ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
中
旬
以
降
は
厳
冬
＋
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
目
立
ち

ま
し
た
。
そ
し
て
気
温
差
も
あ
り
体
調
管
理
は
大
変
で

し
た
で
し
ょ
う
。

　

体
調
管
理
と
い
え
ば
、
身
体
活
動
（
運
動
）
の
目

標
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
い
も
の
で
す
。
私
事
で
す

が
、
昨
年
９
月
中
旬
に
右
膝
の
骨
折
を
し
て
、
11
月

に
か
け
て
松
葉
杖
を
使
用
し
、
不
自
由
さ
と
杖
の
有

り
難
味
を
感
じ
ま
し
た
。
今
回
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
「
杖
の
お
は
な
し
」
で
し
た
。
ど

う
ぞ
記
事
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
自
分
に
あ
っ
た

杖
（
良
き
相
棒
！
）
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
医
事
課　

風
間
安
二
郎
）

青い空に　ぽっかりうかんだ気球　気球はゆめや希望
たのしいこと、嬉しいこと　

大きくふらむイメージは気球、自転車
湘南の海岸から飛立った　気球の旅は続きます。

未来に向けて、さあ風船旅行にようこそ。

こうの りうすけ ＆ 河野 理枝の風船旅行

4 月より外来診療担当表が変更になります

＜連絡先 ＞   
〒 253-0061　
　茅ヶ崎市南湖 6-6-23
Tel / Fax　
　0467-82-3903

ぎんのほしアトリエ
http://www.ginnohoshi.com/
E-mail:ginnohoshi@nifty.com

4 月からの外来診療担当表については、決まり次第、受付・外来で配布します。またホームページ等

でもご案内いたします。なお、3 月の外来診療担当表は、とくに変更はございません。

湘南わかば苑よりご案内

　平成 27 年 6 月より湘南わかば苑は、訪問リハビリ
テーションをスタートしました。在宅でのリハビリ
テーションをご希望・ご相談について、お気軽にお問
い合わせください。また通所リハビリ・入所の受付も
おこなっております。

介護老人保健施設　湘南わかば苑　藤沢市石川 591
連絡先：TEL 0466-89-0551（月～金  8:30 ～ 17:00）

◆ペインクリニック外来終了のお知らせ◆

　ペインクリニック外来を平成 28 年 3 月末で閉じ、訪問診療を充実させることになりました。
　現在自宅での療養を希望される方が急増し、訪問診療の需要がますます高まっております。病気の
治療のみならず、転倒、寝たきり、肺炎や褥瘡などの予防、栄養状態の管理など、予測されるリスク
を回避し入院が必要な状態を未然に防ぐことも訪問診療の重要な役割です。通院困難な患者さんのお
宅への定期的な診療に加え、緊急時の往診を行いながら総合的に健康管理を行っていきます。
　当院では痛みなど末期がんの苦痛を積極的に和らげる「在宅緩和ケア」も提供しております。なお、
4 月以降は各診療科の担当医と協力して、痛みなどの苦痛の緩和に関するお手伝いをさせていただき
ます。また訪問診療をご希望の方は、在宅診療部までお問い合わせください。
　これからも地域の病院や介護事業者の方々と連携・協力しながら、安心して自宅での療養生活を続
けられるよう誠心誠意努力してまいりますので、よろしくお願いします。

　お問い合わせ先：0466-35-2800 直通（月～金曜日  8:30 ～ 17:00）
在宅診療部    医師  奥野 滋子


